[bookmark: _Hlk144931831]【教員用】学習指導案 
[bookmark: _Hlk150178373]進路学習「社会のテーマから学問・職業を考えよう」

[bookmark: _Hlk144457827]■ 目標
・社会のテーマには、様々な学問・仕事がかかわっていることがわかる
・社会とどうかかわるかという視点で、自分の進路を考えることができるようになる
・興味のある学問・職業の候補と、高校生活でやってみたいことを挙げることができる

■ 所要時間　　約50分

■ 事前準備
ファイル「進路学習_社会のテーマから学問・職業を考えよう」
※対象授業の「今日の学習のワークシート」からダウンロードできます。必要に応じて、授業の前に先生から生徒に配付しておいてください

■ 学習過程
	流れ
	分
	学習内容・学習活動
	予想される生徒の反応
	教師の支援

	導
入
	5
	【全体】今日の授業内容について動画を見る
	
	・進路を考えるうえでは、自分の内面の分析を繰り返すだけでなく、「自分と社会とのかかわり方」から考えることも有効であると伝える

	展
開
	5
	STEP 1
【全体】「コンビニに関連する学問」を選ぶワークに取り組む(ワーク1)
【ペア】ワーク1の答え合わせをし、社会に学問がかかわっていることを知る
	
・機械工学、経営情報学など、意味がわからない用語がある
	
・インターネットを活用して調べてみようと声をかける。
・ここで挙げた学問の選択肢はあくまでも例であり、大学によって学部名や扱う領域が異なることを伝える
（＋α）
・コンビニに関連する仕事・学問について思いつくものを挙げさせる

	
	8
	STEP 2
【個人】地域の活性化を題材に学問または職業の観点で興味・関心のある「かかわり方の切り口」に○をつけるワークに取り組む(ワーク2-①または2-②)
【ペア】ワーク2-①または2-②でチェックした「かかわり方の切り口」とその理由を共有する
	






・ペアでのワークの共有をすぐ終えてしまう
	
・進学志望者はワーク2-①、就職志望者はワーク2-②に取り組ませる



・ペアは、学校の状況に応じて、進学志望の者同士のペア、就職志望の者同士のペアに分けてもよいし、進学志望・就職志望混合のペアにしてもよい
・共感するもの・やってみたいものが「何か？」だけでなく、「なぜなのか？」についても意見を共有するようアドバイスする（他者の興味・関心の切り口も進路選択の参考になるので、十分な共有ができるようサポートする）
・ペアで共有して、○をつけたものが同じだった（あるいは異なっていた）ときに、なぜ同じだった（あるいは異なっていた）のか理由を考えさせるのもよい
（＋α）
・○をつけた「かかわり方の切り口」で、ほかにやれること・やりたいことを書かせてみるのもよい

	
	8
	STEP 3
【個人】STEP 2でチェックした「かかわり方の切り口」とかかわる学問または職業の内容を確認し、気になった学問または職業とその理由を挙げる(ワーク3-①または3-②)
【ペア】ワーク3-①または3-②の内容を共有する
	
・適当に解答する

	
・進学志望者はワーク3-①、就職志望者はワーク3-②に取り組ませる
・「例えば先生なら～」のように、例を提示すると生徒が取り組みやすい
・ペアは、学校の状況に応じて、進学志望の者同士のペア、就職志望の者同士のペアに分けてもよいし、進学志望・就職志望混合のペアにしてもよい

	
	14
	STEP 4　★(今日の山場)
【個人】先輩の体験談を読み、自分自身もやってみたいと思ったこと、共感したことにチェックをする(ワーク4)
【個人】自分自身が高校生活でチャレンジしてみたいことを具体的に書く(ワーク5)


【ペア】ワーク4・5の内容を共有する
	




・埋める箇所が多く、ワークがはかどらない
	




・箇条書きでよいと伝える。また、すべての項目を埋める必要はないが、少なくとも1つは具体的な目標を書くように伝える
・時間がなければ、ペアでの共有は省略してもよい

	ま
と
め
	5
	【個人】学習の目標を再確認し、振り返りを入力する。入力された内容が授業画面トップページのカードに反映されていることを確認する
	
	





